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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第76期

第２四半期連結
累計期間

第77期
第２四半期連結
累計期間

第76期
第２四半期連結
会計期間

第77期
第２四半期連結
会計期間

第76期

会計期間

自  平成20年
      ４月１日
至  平成20年
      ９月30日

自  平成21年
      ４月１日
至  平成21年
     ９月30日

自  平成20年
      ７月１日
至  平成20年
      ９月30日

自  平成21年
      ７月１日
至  平成21年
      ９月30日

自  平成20年
      ４月１日
至  平成21年
      ３月31日

売上高 (百万円) 46,138 39,569 23,196 20,116 89,584

経常利益又は
経常損失(△)

(百万円) △42 1,328 △124 718 635

四半期純利益又は四半
期(当期)純損失(△)

(百万円) △1,847 1,141 △987 540 △1,711

純資産額 (百万円) ― ― 6,025 6,825 5,720

総資産額 (百万円) ― ― 77,366 73,421 74,641

１株当たり純資産額 (円) ― ― 247.73 280.74 235.27

１株当たり四半期純利
益又は四半期(当期)
純損失(△)

(円) △75.94 46.95 △40.62 22.23 △70.38

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 7.79 9.30 7.66

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,123 1,875 ― ― 2,374

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △3,094 △615 ― ― △4,593

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,908 △1,248 ― ― 2,068

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 337 262 250

従業員数 (名) ― ― 5,748 5,295 5,492

(注)１  売上高には、消費税等は含まれていない。

(注)２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、第76期第２四半期連結累計（会計）期間及

び第76期においては潜在株式が存在せず、１株あたり四半期（当期）純損失が計上されているため、第77期

第２四半期連結累計（会計）期間においては潜在株式が存在しないため、それぞれ記載していない。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はない。また、主要な関係会社についても異動はない。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はない。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名)
5,295
［2,531］

(注)　従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出　　

　　向者を含む就業人員であり、［　］内は外書で臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員である。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名)
2,285
［1,569］

(注)　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であり、［　］内は外　

　　書で臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員である。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

　当社グループは、貨物運送事業を主力とする総合物流事業を展開しており、事業の種類別セグメントに関

連付けて記載することが困難であるため、「４ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」に「部門別売上高」を記載している。
　

　

２ 【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はない。

　なお、重要事象等は存在していない。

　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。

　

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間における物流業界は、昨年来の世界同時不況による国内貨物輸送量の急激な

減少が続き、国内貨物輸送量が40年ぶりに50億トンを割ることが予測されるなど厳しい経営環境が続いた。

　このような状況のもと、当社グループでは増収対策と運行効率に努めるとともに徹底したコスト削減に向

けて精力的に取り組んだ。

貨物自動車運送部門では、顧客の囲い込みと販路拡大を重点施策として、販売マンの意識改革を促すとと

もに、顧客への定期訪問強化や売上目標を明確化し、セールスドライバーについても積極的に新規顧客の開

拓に努めるなど、路線、区域、引越の各事業において積極的な営業活動を展開したものの、景気の低迷に伴う

国内貨物量の減少に加え、取扱個数の逓減により不採算性が顕在化していた宅配事業を平成21年４月より

縮小した影響もあり、同部門における売上は大幅な減収となった。

航空利用運送部門では、東北・北海道地区における水産物輸送が増加したものの、個人消費の低迷により

パソコン周辺機器や海外高級宝飾品等の輸送量が伸び悩んだことに加え、証券関連輸送が一般貨物輸送に

シフトしたことなどにより貨物量が低調に推移し減収となった。

流通部門では、新規顧客の獲得と３ＰＬ事業の推進に積極的に取り組んだものの、主要顧客からの減坪、

値下げ要請が相次ぎ、冷夏による飲料等の荷動きの鈍化も影響したことから減収となった。

一方、このような収入状況に対処して、経費面では、前年同時期に高騰していた燃料（軽油）単価が沈静

化した事に伴い燃料費が大幅に減少した事に加え、貨物量の減少に即した業務効率化に精力的に取り組み、

諸経費の削減を推し進めた。

この結果、当第２四半期連結会計期間の連結売上高は、前年同四半期比13.3％減の20,116百万円となった

ものの、営業利益は816百万円（前年同四半期は営業損失33百万円）、経常利益は718百万円（前年同四半期

は経常損失124百万円）となり、特別損益の改善等により、四半期純利益は540百万円（前年同四半期は四半

期純損失987百万円）となった。
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なお、当社グループは貨物運送事業を主力とする総合物流事業を展開しており、事業の種類別セグメント

情報は記載していない。

（部門別売上高）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

部   門
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日 
    至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
　  至　平成21年９月30日）

前年
同四半期比
（％）

貨物自動車運送部門 20,107 17,199△14.5

航空利用運送部門 2,279 2,145 △5.9

流通部門 808 771 △4.6

合   計 23,196 20,116△13.3

　

（２）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ1,219百万円減少して73,421百万円で

あった。流動資産は同364百万円減少して12,852百万円、固定資産は同854百万円減少して60,569百万円と

なった。

流動資産減少の主な要因は、受取手形及び営業未収入金の減少370百万円などによるものである。

　固定資産減少の主な要因は、減価償却費の計上等による有形固定資産の減少692百万円などによるもので

ある。

当第２四半期連結会計期間末の総負債は、前連結会計年度末に比べて2,325百万円減少して66,595百万円

であった。流動負債は同848百万円減少して27,859百万円、固定負債は、同1,476百万円減少して38,736百万

円となった。

当第２四半期連結会計期間末の有利子負債（短期借入金、１年内返済予定の長期借入金、1年内償還予定

の社債、社債、長期借入金、リース債務（流動、固定）、社内預金の合計額)は、前連結会計年度末に比べて

1,248百万円減少して46,746百万円となった。

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ1,106百万円増加して6,825百万円で

あった。主な増加の原因は、四半期純利益等による利益剰余金の増加1,178百万円などによるものである。

　

（３）キャッシュ・フローの状況の分析

「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、税金等調整前四半期純利益520百万円（前年同四半期比

1,467百万円増）、減価償却費639百万円（前年同四半期比44百万円増）、賞与引当金の増加額145百万円

（前年同四半期比18百万円減）などの収入、売上債権の増加額159百万円（前年同四半期比264百万円減）

などの支出により、前第２四半期連結会計期間に比べ764百万円増加し、587百万円の収入超過となった。

「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、有形固定資産の取得による支出417百万円などにより、大口

流通支店における事業用土地・建物の取得等により同キャッシュ・フローが2,486百万円の支出超過と

なった前第２四半期連結会計期間に比べ2,275百万円減少し、211百万円の支出超過となった。

「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、短期借入金の純減少額278百万円（前年同四半期比2,489百

万円増）、長期借入による収入785百万円（前年同四半期比1,465百万円減）、長期借入金の返済による支出

862百万円（前年同四半期比894百万円減）などにより、前第２四半期連結会計期間に比べ3,051百万円減少

し、444百万円の支出超過となった。

これらの結果、現金及び現金同等物の当第２四半期連結会計期間末残高は、第１四半期連結会計期間末に

比べ68百万円減少し、262百万円となった。
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（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はない。

　

（５）研究開発活動

該当事項はない。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はない。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はない。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はない。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 79,200,000

計 79,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 24,402,99124,402,991
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株である。

計 24,402,99124,402,991― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はない。

　

　

(3) 【ライツプランの内容】

　該当事項はない。
 

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年７月１日～
平成21年９月30日

― 24,402 ― 2,065 ― 1,534
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(5) 【大株主の状況】

平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

名古屋鉄道株式会社 名古屋市中村区名駅一丁目2番4号 12,315 50.46

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社(信託口）

東京都中央区晴海一丁目8番11号 1,006 4.12

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目7番1号 965 3.95

名鉄運輸従業員持株会 名古屋市東区葵二丁目12番8号 897 3.67

名鉄運輸協力会 名古屋市東区葵二丁目12番8号 661 2.70

第一生命保険相互会社 東京都千代田区有楽町一丁目13番1号 530 2.17

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内一丁目6番6号 528 2.16

株式会社みずほコーポレート銀行 東京都千代田区丸の内一丁目3番3号 405 1.66

鈴与株式会社 静岡県静岡市清水区入船町11番1号 400 1.63

三井住友海上火災保険株式会社 東京都中央区新川二丁目27番2号 380 1.55

計
 

18,088 74.12

(注)　名鉄運輸協力会は、当社取引先による持株会である。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

　普通株式　　　91,000
― ―

完全議決権株式(その他) 　普通株式  24,143,000 24,143 ―

単元未満株式 　普通株式　 　168,991 ― ―

発行済株式総数 24,402,991 ― ―

総株主の議決権 ― 24,143 ―

(注)　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式　312株が含まれている。

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
名鉄運輸株式会社

名古屋市東区葵二丁目12
番８号

91,000 ― 91,000 0.37

計 ― 91,000 ― 91,000 0.37

　

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 120 122 133 134 130 130

最低(円) 102 106 120 115 121 119

(注)　株価は、名古屋証券取引所市場第二部におけるものである。

　

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はない。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成している。

なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連

結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づ

き、当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累

計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて

作成している。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 260 248

受取手形及び営業未収入金 ※１
 11,357

※１
 11,727

有価証券 2 2

貯蔵品 210 168

繰延税金資産 147 161

その他 926 960

貸倒引当金 △51 △51

流動資産合計 12,852 13,217

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 34,373 34,417

減価償却累計額 △21,183 △20,881

建物及び構築物（純額） 13,189 13,536

機械装置及び運搬具 17,799 17,896

減価償却累計額 △12,911 △12,972

機械装置及び運搬具（純額） 4,887 4,923

土地 35,722 35,842

リース資産 828 828

減価償却累計額 △221 △140

リース資産（純額） 607 688

建設仮勘定 － 86

その他 1,214 1,233

減価償却累計額 △961 △957

その他（純額） 253 276

有形固定資産合計 54,660 55,353

無形固定資産

リース資産 307 355

その他 454 467

無形固定資産合計 762 822

投資その他の資産

投資有価証券 2,331 2,380

長期貸付金 85 84

繰延税金資産 232 226

その他 2,631 2,764

貸倒引当金 △134 △208

投資その他の資産合計 5,146 5,247

固定資産合計 60,569 61,424

資産合計 73,421 74,641
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 6,818 7,104

短期借入金 10,269 11,086

1年内返済予定の長期借入金 6,705 5,928

1年内償還予定の社債 50 50

リース債務 251 250

未払法人税等 258 398

繰延税金負債 － 0

賞与引当金 175 172

その他 3,331 3,717

流動負債合計 27,859 28,708

固定負債

社債 25 50

長期借入金 28,569 29,618

リース債務 720 849

繰延税金負債 1,281 1,367

退職給付引当金 4,608 4,690

役員退職慰労引当金 81 122

再評価に係る繰延税金負債 2,755 2,789

負ののれん 14 18

その他 679 706

固定負債合計 38,736 40,212

負債合計 66,595 68,920

純資産の部

株主資本

資本金 2,065 2,065

資本剰余金 1,534 1,534

利益剰余金 2,949 1,770

自己株式 △18 △18

株主資本合計 6,531 5,353

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 327 363

繰延ヘッジ損益 △0 △0

土地再評価差額金 △33 4

評価・換算差額等合計 293 366

少数株主持分 0 0

純資産合計 6,825 5,720

負債純資産合計 73,421 74,641
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 46,138 39,569

売上原価 44,334 36,482

売上総利益 1,804 3,086

販売費及び一般管理費

人件費 902 899

施設使用料 299 258

その他 512 439

販売費及び一般管理費合計 1,713 1,597

営業利益 91 1,489

営業外収益

受取利息 1 2

受取配当金 46 37

持分法による投資利益 13 3

受取手数料 38 33

その他 98 100

営業外収益合計 198 176

営業外費用

支払利息 315 320

その他 16 15

営業外費用合計 332 336

経常利益又は経常損失（△） △42 1,328

特別利益

前期損益修正益 28 5

固定資産売却益 35 122

受取保険金 － 67

その他 24 44

特別利益合計 88 239

特別損失

前期損益修正損 87 2

固定資産処分損 99 72

減損損失 ※１
 813

※１
 147

退職給付費用 117 －

投資有価証券評価損 － 59

その他 25 48

特別損失合計 1,143 330

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,097 1,238

法人税、住民税及び事業税 178 237

法人税等調整額 570 △140

法人税等合計 749 96

少数株主利益又は少数株主損失（△） △0 0

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,847 1,141
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 23,196 20,116

売上原価 22,402 18,462

売上総利益 793 1,654

販売費及び一般管理費

人件費 433 447

施設使用料 140 156

その他 252 233

販売費及び一般管理費合計 826 837

営業利益又は営業損失（△） △33 816

営業外収益

受取利息 1 2

受取配当金 4 2

持分法による投資利益 3 1

受取手数料 20 16

その他 50 50

営業外収益合計 79 73

営業外費用

支払利息 162 161

その他 9 10

営業外費用合計 171 171

経常利益又は経常損失（△） △124 718

特別利益

前期損益修正益 0 0

固定資産売却益 19 52

その他 9 15

特別利益合計 29 68

特別損失

固定資産処分損 79 31

減損損失 ※１
 739

※１
 141

退職給付費用 6 －

投資有価証券評価損 － 47

その他 25 45

特別損失合計 851 265

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△946 520

法人税、住民税及び事業税 20 74

法人税等調整額 20 △93

法人税等合計 41 △19

少数株主利益又は少数株主損失（△） △0 0

四半期純利益又は四半期純損失（△） △987 540
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△1,097 1,238

減価償却費 1,160 1,269

減損損失 813 147

貸倒引当金の増減額（△は減少） △70 △75

賞与引当金の増減額（△は減少） △34 3

退職給付引当金の増減額（△は減少） △44 △82

受取利息及び受取配当金 △48 △39

支払利息 315 320

持分法による投資損益（△は益） △13 △3

固定資産除却損 13 31

固定資産売却損益（△は益） 42 △116

投資有価証券評価損益（△は益） － 59

受取保険金 － △67

売上債権の増減額（△は増加） 974 448

仕入債務の増減額（△は減少） △55 △285

その他 △369 △383

小計 1,585 2,465

利息及び配当金の受取額 51 39

利息の支払額 △330 △319

保険金の受取額 － 67

法人税等の支払額 △183 △377

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,123 1,875

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,389 △907

有形固定資産の売却による収入 132 273

無形固定資産の取得による支出 △9 △21

投資有価証券の取得による支出 △12 △14

投資有価証券の売却による収入 0 －

貸付けによる支出 △1 △4

貸付金の回収による収入 2 3

その他 182 56

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,094 △615

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,229 △817

長期借入れによる収入 5,150 1,385

長期借入金の返済による支出 △5,352 △1,657

リース債務の返済による支出 △60 △126

少数株主への配当金の支払額 △0 －

その他 △58 △32

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,908 △1,248

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △63 11

現金及び現金同等物の期首残高 401 250

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 337

※１
 262
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

該当事項はない。

　

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日　 至　平成21年９月30日)

連結の範囲に関する事項の変更

（１）連結の範囲の変更

第１四半期連結会計期間において、連結子会社であった東海名鉄運輸㈱が、当第２四半期連結会計

期間において、連結子会社であった静岡名鉄カーゴサービス㈱が、それぞれ連結子会社である名鉄急

配㈱と合併し消滅している。
 

（２）変更後の連結子会社の数

22社
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【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日　 至　平成21年９月30日)

一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化が

ないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定している。
 
　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

該当事項はない。

　

　

　

EDINET提出書類

名鉄運輸株式会社(E04180)

四半期報告書

18/30



【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　　受取手形割引高及び裏書譲渡高

         受取手形割引高　　　　　　　　423百万円
　　　　 受取手形裏書譲渡高　　　　　　 16百万円

※１　　受取手形割引高及び裏書譲渡高

         受取手形割引高　　　　　　　　381百万円
　　　　 受取手形裏書譲渡高　　　　　　 15百万円
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(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日  至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日  至　平成21年９月30日)

※１　減損損失

当社グループは、以下の資産グループについて減損

損失を計上した。

用途 種類 場所
減損損失
　　　　　　　　
(百万円)

　

営業所設備
土地、
建物等

札幌市白石区ほか 341　

営業所敷地 土地
大阪府泉北郡忠岡
町ほか

355　

営業設備
リース資
産等

東京都江戸川区ほ
か

116　

合計 813　

 

※１　減損損失

当社グループは、以下の資産グループについて減損

損失を計上した。

用途 種類 場所
減損損失
　　　　　　　　
(百万円)

　

営業所設備
土地、
建物等

札幌市白石区ほか 139　

営業設備
車両運搬
具

東京都江戸川区 0 　

遊休資産
無形固定
資産

名古屋市東区ほか 8 　

合計 147　

 
　

　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日  至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日  至　平成21年９月30日)

※１　減損損失

当社グループは、以下の資産グループについて減損

損失を計上した。

用途 種類 場所
減損損失
　　　　　　　　
(百万円)

　

営業所設備
土地、
建物等

札幌市白石区ほか 339　

営業所敷地 土地
大阪府泉北郡忠岡
町ほか

297　

営業設備
リース資
産等

東京都江戸川区ほ
か

103　

合計 739　

 

※１　減損損失

当社グループは、以下の資産グループについて減損

損失を計上した。

用途 種類 場所
減損損失
　　　　　　　　
(百万円)

　

営業所設備
土地、
建物等

札幌市白石区ほか 133　

遊休資産
無形固定
資産

名古屋市東区ほか 8 　

合計 141　
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日  至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 至　平成21年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末

残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係（平成20年９月30日現在）

 

　現金及び預金勘定 335百万円

　中期国債ファンド 2

　　　　計 337百万円
 

※１　現金及び現金同等物の当第２四半期連結累計期間末

残高と当第２四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係（平成21年９月30日現在）

 

　現金及び預金勘定 260百万円

　中期国債ファンド 2

　　　　計 262百万円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日

　至　平成21年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 24,402,991

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 91,312

　

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　　該当事項はない。

　

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

　　　　該当事項はない。

　

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　　該当事項はない。

　　　

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がない。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結会計期

間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)並びに前第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１

日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　当社及び連結子会社はすべて総合物流事業を営んでいるため、記載を省略している。

　

　

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結会計期

間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)並びに前第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１

日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　本国以外に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はない。

　

　

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結会計期

間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)並びに前第２四半期連結累計期間(自　平成20年４月１

日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　海外売上高がないため、該当事項はない。
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(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がない。

　

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がない。

　

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はない。

　

　

　

(企業結合等関係)

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

　該当事項はない。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 280.74円
　

　 　

　 235.27円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日)

前連結会計年度末　　　　　　　　　　
　　（平成21年３月31日)

純資産の部の合計額（百万円） 6,825 5,720

普通株式に係る純資産額（百万円） 6,825 5,720

差額の主な内訳（百万円）　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
　少数株主持分

0 0

普通株式の発行済株式数（千株） 24,402 24,402

普通株式の自己株式数（千株） 91 90

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通
株式の株（千株）

24,311 24,312
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２  １株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期

　純利益

第２四半期連結累計期間

　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 至　平成21年９月30日)

１株当たり四半期純損失 75.94円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

　

１株当たり四半期純利益 46.95円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

　

(注)　１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、前第２四半期連結累計期間においては潜在株式が存在

せず、１株当たり四半期純損失が計上されているため、当第２四半期連結累計期間においては潜在株式が存在し

ないため、それぞれ記載していない。

(注)  １株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は
純損失(△)(百万円)

△1,847 1,141

普通株式に係る四半期利益又は純損失(△)
(百万円)

△1,847 1,141

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 24,323 24,312

　

第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日 至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日 至　平成21年９月30日)

１株当たり四半期純損失 40.62円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

　

１株当たり四半期純利益 22.23円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―

　

(注)　１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、前第２四半期連結会計期間においては潜在株式が存在

せず、１株当たり四半期純損失が計上されているため、当第２四半期連結会計期間においては潜在株式が存在し

ないため、それぞれ記載していない。

(注)  １株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は
純損失(△)(百万円)

△987 540

普通株式に係る四半期利益又は純損失(△)
(百万円)

△987 540

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 24,321 24,311
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(重要な後発事象)

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

　該当事項はない。

　

　

　

　

　

２ 【その他】

　

　該当事項はない。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし。

EDINET提出書類

名鉄運輸株式会社(E04180)

四半期報告書

28/30



独立監査人の四半期レビュー報告書

　

　

平成20年11月13日

名鉄運輸株式会社

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　　岡　野　　英　生　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　　田　中　　智　司　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている名鉄

運輸株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、名鉄運輸株式会社及び連結子会社の平成20年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 
(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

　

平成21年11月12日

名鉄運輸株式会社

取締役会　御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　　岡　野　　英　生　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　　田　中　　智　司　　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている名鉄

運輸株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、名鉄運輸株式会社及び連結子会社の平成21年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 
(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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